
平
成
23
年
度
村
政
懇
談
会

懇
談
会
概
要
▼
▼
▼

問
い
合
わ
せ
▼
自
治
推
進
課
自
治
推
進
担
当（
内
線
１
２
７
２
）

　

住
民
主
体
の
村
政
を
目
指
し
、
毎
年
実

施
し
て
い
る
村
政
懇
談
会
―
―
今
年
度

は
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
開
始
予
定
の
可

燃
ご
み
処
理
と
消
防
の
広
域
化
に
つ
い
て

懇
談
し
た
ほ
か
、
３
月
11
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
村
内
の
被
害
や

復
旧
状
況
と

今
後
に
つ
い

て
、
村
長
は

じ
め
村
執
行

部
と
住
民
と

で
懇
談
し
ま

し
た
。

７月６日／真崎コミュニティセンター

真崎地区

●真崎区、舟石川３区、原子力機構荒谷台区●
参加者数	 １０６人

７月８日／石神コミュニティセンター

石神地区

●外宿１区、外宿２区、内宿１区、内宿２区、竹
瓦区●
参加者数	 ７５人

７月７日／村松コミュニティセンター

村松地区

●宿区、照沼区、川根区、原子力機構箕輪区●
参加者数	 １３６人

７月13日／舟石川コミュニティセンター

舟石川･船場地区

●船場区、舟石川１区、舟石川２区●
参加者数	 ９０人

７月14日／中丸コミュニティセンター

中丸地区

●押延区、須和間区、舟石川中丸区、原子力機構長
堀区、緑ヶ丘区、南台区、フローレスタ須和間区●
参加者数	 １２５人

７月15日／白方コミュニティセンター

白方地区

●白方区、豊岡区、岡区、百塚区、亀下区、原子
力機構百塚区、豊白区、村松北区●
参加者数	 ９４人

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を

今
後
に
生
か
す
た
め
に
…
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懇
談
内
容
▼
▼
▼

▼
▼
▼
可
燃
ご
み
処
理
▼
▼
▼

【
直
接
搬
入
者
へ
の
対
応
】

●
舟
石
川
１
区
住
民
ほ
か	

班
に
入
り

た
く
て
も
入
れ
な
い
人
や
集
積
所
の
場

所
が
確
保
で
き
ず
に
清
掃
セ
ン
タ
ー
に

直
接
搬
入
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
ひ

た
ち
な
か
市
へ
搬
入
す
る
と
な
る
と
遠

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

■
経
済
環
境
部
長	

自
治
会
に
加
入

し
、
５
世
帯
の
編
成
が
で
き
れ
ば
集
積

所
を
設
置
で
き
ま
す
が
、
ど
う
し
て
も

設
置
場
所
が
な
い
と
い
う
場
合
は
、
自

治
会
長
を
経
由
し
て
い
た
だ
き
、
自
治

会
長
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
設
置
場
所
が

決
ま
る
ま
で
の
間
、
東
海
村
清
掃
セ
ン

タ
ー
の
敷
地
内
に
暫
定
的
に
集
積
所
を

作
る
こ
と
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
村
長	

集
積
所
の
設
置
場
所
の
問
題

は
、
今
後
村
で
も
考
え
て
い
か
な
く
て

は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
運
用
費
用
の
割
合
】

●
照
沼
区
住
民	

運
用
費
用
は
15
パ
ー

セ
ン
ト
が
均
等
割
り
で
、
残
り
の
85
パ
ー

セ
ン
ト
が
ご
み
の
焼
却
量
に
応
じ
て
と
あ

り
ま
す
が
、
人
口
が
少
な
い
東
海
村
に
は

不
利
益
な
気
が
し
ま
す
。
15
パ
ー
セ
ン
ト

の
算
出
根
拠
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

■
経
済
環
境
部
長	

15
パ
ー
セ
ン
ト
は

ひ
た
ち
な
か
市
と
共
同
で
運
営
し
て
い

る
常
陸
海
浜
広
域
斎
場
に
係
る
経
費
の

負
担
割
合
を
根
拠
に
算
出
し
て
い
ま
す
。

▼
▼
▼
消
防･

救
急
業
務
▼
▼
▼

【
救
急
隊
の
到
着
時
間
】

●
照
沼
区
住
民
ほ
か	

本
部
が
ひ
た
ち

な
か
市
に
移
動
す
る
こ
と
で
救
急
車
の

到
着
が
遅
れ
な
い
か
心
配
で
す
。

■
消
防
長	

現
在
は
１
１
９
番
を
す
る

と
村
消
防
本
部
に
つ
な
が
り
、
本
部
で

住
所
や
名
前
を
聞
い
て
パ
ソ
コ
ン
に
入

力
す
る
こ
と
で
所
在
地
を
確
認
し
て
い

ま
す
。
ひ
た
ち
な
か
市
が
消
防
本
部
に

な
り
ま
す
と
、
通
報
を
受
け
る
と
発
信

地
地
図
表
示
装
置
で
自
動
的
に
画
面
に

地
図
が
立
ち
上
が
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

全
署
同
時
に
確
認
で
き
ま
す
の
で
、
時

間
は
短
縮
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た

救
急
車
両
は
従
来
ど
お
り
東
海
村
の
消

防
署
か
ら
出
動
し
ま
す
の
で
、
到
着
が

遅
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

▼
▼
▼
広
域
化
に
つ
い
て
▼
▼
▼

【
合
併
へ
の
危
惧
】

●
舟
石
川
１
区
住
民	

こ
の
広
域
化
が

合
併
の
前
触
れ
で
は
な
い
か
と
危き

ぐ惧
し

て
い
ま
す
。

■
村
長	

合
併
の
前
提
と
い
う
こ
と
は

ま
っ
た
く
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
現
在

村
の
ご
み
の
焼
却
量
は
１
日
30
ト
ン
前

後
で
す
が
、
今
後
新
し
く
炉
を
建
設
す

る
場
合
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
問
題
等
か

ら
１
０
０
ト
ン
以
上
の
焼
却
炉
で
な
い

と
国
か
ら
認
可
が
下
り
ま
せ
ん
。
費
用

だ
け
で
な
く
立
地
の
問
題
も
あ
り
ま

す
。
今
回
は
東
海
村
が
36
ト
ン
、
ひ
た

ち
な
か
市
が
１
８
４
ト
ン
の
持
ち
分
と

し
て
お
り
、低
額
な
負
担
で
済
み
ま
す
。

将
来
的
に
考
え
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と

い
え
ま
す
。
消
防
業
務
は
、
現
在
、
県

で
通
信
指
令
を
一
本
化
す
る
動
き
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
こ
ち
ら

の
人
員
や
体
制
も
す
べ
て
県
で
決
定
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
今
後
、
単
独
で
対

抗
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
で
す
し
、

原
子
力
施
設
や
茨
城
港（
常
陸
那
珂
港

区
）そ
し
て
災
害
へ
の
対
応
を
考
え
る

と
体
制
を
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
地
理
や
状
況
の
分
か
る
ひ
た
ち

な
か
市
で
あ
れ
ば
、
き
め
細
や
か
な
体

制
を
取
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、

ひ
た
ち
な
か
市
と
手
を
結
び
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
４
月（
予
定
）か
ら
、
ひ
た

ち
な
か
市
と
共
同
で
可
燃
ご
み
の
処
理

と
消
防･

救
急
業
務
を
行
う
こ
と
で
、

行
財
政
運
営
の
効
率
化
や
よ
り
質
の
高

い
専
門
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

●
可
燃
ご
み
処
理

　

主
な
変
更
点
は
、
可
燃
ご
み
を
直
接

搬
入
す
る
場
合
の
搬
入
場
所
と
手
数
料

で
す
。

　

搬
入
場
所
は（
仮
称
）ひ
た
ち
な
か･

東

海
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
ご
み
処
理
手
数
料（
家
庭
系
）は
１

回
50
㎏
ま
で
無
料
、
50
㎏
を
超
え
60
㎏

ま
で
は
３
０
０
円
、
そ
れ
以
上
は
10
㎏

に
つ
き
50
円
が
加
算
さ
れ
る
予
定
で
す
。

●
消
防･

救
急
業
務

　

広
域
化
に
よ
り
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
▼
効
率
的
な
人
員
配
置
▼
消
防
体

制
の
基
盤
強
化
▼
消
防･

救
急
技
術
の

高
度
化
―
―
な
ど
が
図
ら
れ
ま
す
。

※
詳
細
は
７
月
10
日
発
行
の「
広
報
と

う
か
い
」２
～
３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

主
な
内
容
▼
▼
▼

可
燃
ご
み
処
理
と
消

防
の
広
域
化
に
つ
い
て

（仮称）ひたちなか・東海クリーンセンター

完成イメージ図
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▼
被
害
総
額　

約
７
・
２
億
円

▼
被
害
概
要　

村
道
１
３
８
６
路
線
中

２
５
０
路
線
に
被
害

▼
主
な
被
害　

道
路
の
沈
下
や
段
差
の

発
生
等

▼
復
旧
状
況　

幹
線
道
路
、
生
活
道
路

と
も
仮
復
旧
工
事
が
完
了
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
本
復
旧
工
事
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

村
内
の
道
路
▼
▼
▼

▼
被
害
総
額	

約
13
億
円

▼
被
害
概
要	

公
共
下
水
道
汚
水
管
の

管
路
延
長
24
万
３
６
６
１
メ
ー
ト
ル

の
う
ち
８
９
０
０
メ
ー
ト
ル
に
被
害

▼
主
な
被
害	

液
状
化
に
よ
る
マ
ン

ホ
ー
ル
の
浮
上
、
管
の
隆
起
や
沈
下

（
83
か
所
）

▼
復
旧
状
況　

管
の
閉へ

い
そ
く塞

等
に
よ
り
流

れ
が
遮
断
さ
れ
る
場
所
は
、
ポ
ン
プ

に
よ
る
仮
排
水
や
定
期
的
な
く
み
取

役
場
庁
舎

▼
主
な
被
害	

配
管
類
の

損
傷
、
天
井

の
崩
落
等

▼
復
旧
状
況	

危
険
箇
所

は
立
ち
入

り
を
禁
止
し
、
必
要
最
低
限
の
復
旧

工
事
を
実
施
し
ま
す
。

合
同
庁
舎

▼
主
な
被
害	

１
号
館
の
柱･

梁は
り･

壁
に

ひ
び
割
れ
、
ガ
ラ
ス
の
破
損
等

▼
復
旧
状
況	

１
号
館
は
解
体
工
事
を

実
施
し
ま
す
。
※
２
～
４
号
館
は
必
要

村
内
の
下
水
道
▼
▼
▼

村
内
の
農
用
施
設･

農
地
▼
▼
▼

▼
被
害
総
額	

約
８
０
０
０
万
円

▼
主
な
被
害	

取
水
場
か
ら
浄
水
場
に

至
る
導
水
管
の
破
損
に
よ
る
漏
水
、

浄
水
場
か
ら
家
庭
へ
水
を
送
る
配
水

管（
約
２
１
０
か
所
）の
破
損

▼
復
旧
状
況	

３
月
31
日
ま
で
に
約

２
０
０
か
所（
95
パ
ー
セ
ン
ト
）の
復

旧
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。
今
後
、

道
路
工
事
と
あ
わ
せ
て
実
施
す
る
箇

所
の
復
旧
工
事
や
浄
水
場･

導
水
管

の
耐
震
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

村
内
の
水
道
▼
▼
▼

村
内
の
公
共
施
設
▼
▼
▼

り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
管
の
埋
設

箇
所
で
発
生
し
て
い
る
路
面
の
沈
下

や
隆
起
は
仮
舗
装
等
を
行
い
、今
後
、

復
旧
工
事
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

※
被
害
が
大
き
く
、
立
ち
入
り
を
制
限
し

て
い
る
施
設
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

被
害
と

復
旧
状
況
▼
▼
▼

▼
被
害
概
要	

村
内
３
７
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
う
ち
２
７
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
稲

の
作
付
け
が
で
き
な
い
状
態
で
す
。

▼
主
な
被
害	

機
場
や
用
水
池
の
損

傷
、
農
用
施
設
の
損
壊
、
農
地
の
液

状
化
や
津
波
に
よ
る
塩
害

▼
復
旧
状
況	

農
用
施
設
の
修
繕
を
進

め
る
と
と
も
に
、
農
地
の
土
地
改
良

を
行
い
、
来
年
度
の
作
付
け
に
影
響

が
な
い
よ
う
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

●
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

▼
発
生
日	

３
月
11
日（
金
）

▼
発
生
時
間	

午
後
２
時
46
分
ご
ろ

▼
震
源
地	

三
陸
沖（
牡
鹿
半
島
の
東

南
東
１
３
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
付
近
）

▼
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド	

９
・
０

▼
震
源
の
深
さ	

約
24
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

▼
最
大
震
度	

震
度
７（
宮
城
県
栗
原
市
）

●
東
海
村
の
被
害
概
要

▼
震
度	

震
度
６
弱

▼
津
波	

５・４
メ
ー
ト
ル（
推
定
）

▼
死
者	

４
人（
東
京
電
力
株
式
会
社
常

陸
那
珂
火
力
発
電
所
関
係
者
）

▼
り
災
状
況（
住
家
）	

全
壊
14
棟
、
大

規
模
半
壊
30
棟
、
半
壊
91
棟
、
一
部

損
壊
２
７
８
４
棟（
７
月
１
日
現
在
）

▼
避
難
者
数	

最
大
３
５
１
４
人（
避

難
所
数
15
か
所
）

避
難
勧
告
32
世
帯

（
が
け
崩
れ
）

▼
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン	

停
電（
３
月
14
日
村
内
全
域
通
電
）、
断

水（
３
月
23
日
村
内
全
域
復
旧
）、
幹
線

道
路
被
害（
３
月
16
日
仮
復
旧
完
了
）

東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
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東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

事
故
に
伴
う
影
響
の
測
定
▼
▼
▼

県
設
置
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

▼
測
定
箇
所	

石
神
、
豊
岡
、
舟
石
川
、

押
延
、
村
松
、
三
菱
原
子
燃
料
株
式

会
社（
舟
石
川
）、
原
子
燃
料
工
業
株
式

会
社（
村
松
）で
随
時
測
定

▼
測
定
結
果	

村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

防
災
行
政
無
線
、
役
場
正
面
入
り
口

（
放
射
線
表
示
装
置
）、各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー（
防
災
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
）で
公
開
し
て
い
ま
す
。

校
庭･

園
庭
の
測
定

▼
測
定
場
所	

村
立
小
中
学
校
、
村
立

幼
稚
園･

保
育
所

▼
測
定
回
数	

毎
月
２
回
実
施

▼
測
定
結
果	

村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
ま
す
。

水
の
測
定

▼
水
道
水	

県
で
水
道
水
質
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
週
１
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
プ
ー
ル	

学
校
は
６
月
16
日
、
東
海

ス
イ
ミ
ン
グ
プ
ラ
ザ
は
６
月
21
日
に

測
定
を
実
施
し
ま
し
た
。

害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

▼
復
旧
状
況	

舟
石
川
幼
稚
園
は
園
舎

の
一
部
を
９
月
中
を
目
標
に
耐
震
化
、

宿
幼
稚
園
と
須
和
間
幼
稚
園
、
耐
震

化
が
必
要
な
石
神
幼
稚
園
は
今
年

度
中
に
損
傷
状
況
を
含
め
て
調
査
の

上
、
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

小
学
校

▼
主
な
被
害	

照
沼
小
学
校
…
校
舎
の

傾
斜
、
内
壁
の
は
く
離
等　

※
そ
の

他
の
小
学
校
は
耐
震
上
問
題
と
な
る

大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

▼
復
旧
状
況	

照
沼
小
学
校
は
校
舎
の

解
体
を
含
め
今
年
度
か
ら
新
校
舎
の

建
設
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
他

の
小
学
校
は
夏
休
み
期
間
に
被
害
箇

所
の
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

中
学
校

▼
主
な
被
害	

東
海
中
学
校
…
校
舎
の

柱
脚
部
の
せ
ん
断
等　

※
東
海
南
中

学
校
は
耐
震
上
問
題
と
な
る
大
き
な

被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

▼
復
旧
状
況	

東
海
中
学
校
は
耐
震
性

の
確
保
さ
れ
た
校
舎
を
除
き
、
使
用

を
禁
止
し
、
９
月
か
ら
仮
設
校
舎
で

授
業
を
実
施
し
ま
す
。

東
海
駅
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

▼
主
な
被
害	

自
由
通
路
…
天
井
材
の

崩
落　

駅
ギ
ャ
ラ
リ
ー
…
天
井
、
壁

面
の
一
部
損
傷
等

▼
復
旧
状
況　

自
由
通
路
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
と
も
修
繕
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
主
な
被
害	

ホ
ー
ル
の
天
井
の
崩

落
、
受
水
槽
の
破
損
等

▼
復
旧
状
況	

９
月
末
ま
で
に
ホ
ー
ル

が
使
用
で
き
る
よ
う
復
旧
工
事
を
進

め
て
い
ま
す
。

久
慈
川
河
川
敷
運
動
場（
内
宿
グ
ラ
ン
ド
）

▼
主
な
被
害	

津
波
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー

ゴ
ー
ル
の
流
出
、
が
れ
き
の
散
乱

▼
復
旧
状
況	

が
れ
き
を
撤
去
し
、
使

用
を
再
開
し
て
い
ま
す
。

亀
下
ト
イ
レ

▼
主
な
被
害	

液
状
化
に
よ
る
手
洗
い

場
の
破
損　

※
ト
イ
レ
本
体
の
損
傷

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

▼
復
旧
状
況	

修
繕
を
実
施
し
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
と
う
か
い

▼
主
な
被
害	

天
井
の
崩
落
、
地
盤
沈

下
に
よ
る
傾
き

▼
復
旧
状
況	
展
示
場
は
落
下
物
等
を

撤
去
し
、
開
館
し
て
い
ま
す
。

遊
び
場･

公
園

▼
主
な
被
害	

地
盤
の
段
差
、
フ
ェ
ン

ス
の
破
損
等（
13
か
所
）

▼
復
旧
状
況	

危
険
箇
所
は
立
ち
入
り

を
制
限
し
、修
繕
を
進
め
て
い
ま
す
。

最
低
限
の
復
旧
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
主
な
被
害	

石
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
、
真
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
…
天
井
の
一
部
の
は
く
離
等

▼
復
旧
状
況	
一
部
危
険
箇
所
の
立
ち

入
り
を
制
限
し
て
い
ま
す
が
、
修
繕

は
ほ
ぼ
完
了
し
ま
し
た
。

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

▼
主
な
被
害	

ガ
ラ
ス
の
破
損
、
配
管

破
損
に
よ
る
漏
水
等

▼
復
旧
状
況	

復
旧
は
ほ
ぼ
完
了
し
、

建
屋
本
体
の
補
修
を
し
て
い
ま
す
。

保
育
所

▼
主
な
被
害	

村
松
保
育
所
、
舟
石
川

保
育
所
…
天
井･

壁
等
の
破
損･

ひ
び

割
れ･

ゆ
が
み
等　

※
百
塚
保
育
所

は
耐
震
上
問
題
と
な
る
大
き
な
被
害

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

▼
復
旧
状
況	

村
松
保
育
所
は
代
替
仮

設
建
物
を
建
築
中
、
舟
石
川
保
育
所

は
損
傷
状
態
を
調
査
の
上
、
耐
震
補

強
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

幼
稚
園

▼
主
な
被
害	

舟
石
川
幼
稚
園
…
園
舎

の
筋
交
い
の
破
断
等　

宿
幼
稚
園
…

内
壁
の
ひ
び
割
れ
、
天
井
材
崩
落
等

須
和
間
幼
稚
園
…
園
舎
の
傾
斜
、
筋

交
い
の
破
断
等　

※
そ
の
他
の
幼
稚

園
は
耐
震
上
問
題
と
な
る
大
き
な
被
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し
て
い
き
ま
す
。

【
プ
ー
ル
開
放
の
判
断
に
つ
い
て
】

●
舟
石
川
２
区
住
民	

県
内
で
も
プ
ー
ル
を
開
放
し
て

い
る
所
と
し
て
い
な
い
所
が
あ
り
ま
す
。
村
で
開
放
し
て

い
る
根
拠
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

■
教
育
次
長	

プ
ー
ル
開
放
は
国
の
明
確
な
見
解
が
な

く
、
足
並
み
が
そ
ろ
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
県
で
は
心

配
な
い
と
判
断
し
て
い
ま
す
。
村
で
は
、
文
部
科
学
省

で
現
在
、
事
故
の
影
響
に
よ
る
放
射
性
物
質
は
空
気
中

に
飛
ん
で
い
な
い
と
の
見
解
が
示
さ
れ
た
こ
と
、
水
を

測
定
し
た
と
こ
ろ
基
準
値
以
下
で
あ
る
こ
と
、
空
間
線

量
率
が
基
準
値
以
下
で
あ
る
こ
と
か
ら
プ
ー
ル
の
開
放

を
判
断
し
ま
し
た
。

【
子
ど
も
の
安
全
性
の
た
め
に
き
め
細
か
い
対
応
を
】

●
舟
石
川
１
区
住
民	

放
射
性

物
質
は
空
気
中
に
は
飛
ん
で
い

な
く
て
も
、
汚
水
溝
や
道
路
と

の
境
目
な
ど
、
比
較
的
線
量
が

高
い
所
も
あ
り
ま
す
。「
こ
れ
だ

か
ら
よ
い
」で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
特
に
子
ど
も
は
10
歳
前
後
で
大
人
の
８
～
10
倍
の

影
響
が
あ
り
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

や
自
治
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
呼
び
掛
け
て
掃
除
す
る

こ
と
も
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
行
政
に
だ
け
頼
る
と

い
っ
て
も
、
行
政
は
動
き
が
鈍
い
で
す
。
自
分
の
子
ど

も
を
守
る
た
め
に
行
動
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
。

▼
▼
避
難
所
▼
▼

【
避
難
所
へ
の
毛
布
の
持
ち
込
み
】

●
照
沼
区
住
民	

避
難
時
に
寝
具
や
食
料
を
持
っ
て
来

懇
談
内
容
▼
▼
▼

▼
▼
放
射
線
等
の
測
定
▼
▼

【
校
庭･
園
庭
の
測
定
時
期
】

●
真
崎
区
住
民	

子
ど
も
が
小

学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。
校
庭･

園

庭
の
空
間
線
量
を
計
測
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
た
だ
、
既
に
子
ど
も
は
登
校
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

そ
の
間
親
は
と
て
も
心
配
し
て
い
ま
し
た
。
先
に
測
定
し
、

結
果
を
公
開
し
て
か
ら
授
業
を
再
開
し
て
い
た
だ
け
た
ら

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
ど

こ
を
測
定
し
て
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
線
量
の
高
い
所

が
福
島
県
外
に
も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け

細
か
く
測
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
教
育
次
長	

い
ろ
い
ろ
ご
心
配
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
。
村
測
定
は
最
近
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
学
校

で
は
３
月
11
日
以
降
、
児
童
の
登
校
す
る
日
は
自
主
的
に

室
内･

室
外
と
も
必
ず
放
射
線
量
を
計
測
し
て
い
ま
す
。

■
経
済
環
境
部
長	

測
定
箇
所
は
真
ん
中
を
基
点
に
し

て
対
角
線
を
書
き
、そ
の
中
心
と
四
方
を
測
っ
て
い
ま
す
。

月
２
回
の
測
定
の
ほ
か
、
学
校
で
も
先
生
が
線
量
計
で

測
定
し
な
が
ら
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
土
壌
や
井
戸
水
の
測
定
】

●
竹
瓦
区
住
民
ほ
か	

雨
で
泥
が
堆た

い
せ
き積
す
る
所
な
ど
は

土
壌
の
汚
染
が
心
配
で
す
。
ま
た
、
井
戸
水
も
測
定
し

て
い
た
だ
け
る
の
で
し
ょ
う
か
。

■
経
済
環
境
部
長	

土
壌
や
井
戸
水
の
測
定
は
県
で

行
っ
て
い
ま
す
が
、
村
で
も
地
域
ご
と
に
何
箇
所
か

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
、
畑
や
水
田
な
ど
の
土
壌
、

井
戸
水
な
ど
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
村
独
自
で
測
定

る
よ
う
指
示
が
あ
り
ま
し
た
が
、
他
の
市
町
村
で
そ
の

よ
う
な
対
応
を
し
た
所
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

■
経
済
環
境
部
長	

今
回
、
村
で
準
備
し
て
い
た

備
蓄
量
は
３
０
０
０
人
の
１
日
分（
３
食
）の
食
料
と

毛
布
３
０
０
０
枚
で
し
た
。
し
か
し
、
避
難
所
に
は

３
５
０
０
人
が
避
難
し
て
い
ま
す
。
持
っ
て
来
ら
れ
る

状
況
に
あ
る
方
に
は
協
力
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

▼
▼
被
害
の
復
旧
と
今
後
の
防
災
体
制
▼
▼

【
住
宅
の
再
建
に
つ
い
て
】

●
南
台
区
住
民　

地
盤
が
悪
い
た
め
、
住
宅
メ
ー
カ
ー

で
家
は
建
て
ら
れ
な
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
村
で
全
面

的
に
地
盤
を
改
良
し
て
く
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

●
南
台
区
住
民　

南
台
に
は
こ
の
よ
う
な
被
害
を
受
け

た
世
帯
が
60
世
帯
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
被
災
者
へ
の
対

応
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
村
長	

今
、
そ
し
て
こ
れ
ま
で
も
皆
さ
ん
の
声
を
聞

き
、
お
困
り
で
あ
る
こ
と
は
十
分
感
じ
て
お
り
ま
す
。

た
だ
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
村
の
責
任
と
い
う
も
の
で
は

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
責
任
が
あ
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま

す
。
７
月
２
日
に
は
、分
譲
業
者
の
社
長
と
お
会
い
し
、

社
長
か
ら
は「
逃
げ
も
隠
れ
も
し
な
い
。
今
後
話
し
合

い
を
し
て
い
き
た
い
」と
の
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。
時

間
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
で
気
持
ち
が
焦
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
分
譲
業
者
に
も
皆
さ
ん
の
切
実
な
状
況
を
お

伝
え
し
、
交
渉
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
久
慈
川
の
水
門
へ
の
対
策
】

●
竹
瓦
区
住
民
ほ
か	

久
慈
川
の
水
門
は
電
源
が
落
ち

た
ら
手
回
し
で
ゲ
ー
ト
を
下
げ
ま
す
が
、
３
０
０
回
も
回

し
て
30
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
し
か
下
が
り
ま
せ
ん
の
で
、

目
的
で
あ
る
水
を
防
ぐ
と
い
う
こ
と
は
ま
っ
た
く
話
の
ほ

6 ●



い
ま
す
。
そ
の
日
本
こ
そ
目
先
の
利
益
だ
け
で
判
断
す
る

こ
と
な
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
真
剣
に
考
え
な
い
と
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
列
島
は
４
つ
の
プ
レ
ー
ト
が
交

錯
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
54
基
の
原
子
力
発
電
所

が
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
異
常
だ
と
思
う
の
で
す
。

個
人
的
に
原
子
力
発
電
を
完
全
に
な
く
す
と
い
う
こ
と
が

よ
い
こ
と
な
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
技
術
の
保
存
、
技
術

の
確
保
を
し
て
お
く
必
要
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
面
か
ら
考
え
て
も
日
本
列
島
の
中
に
、
せ
い
ぜ
い
10

基
く
ら
い
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
東

海
村
に
つ
い
て
も
今
す
ぐ“
脱
原
発
”と
は
い
き
ま
せ
ん
。

Ｊ
‐
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
が
入
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
る「
原
子
力
セ
ン

タ
ー
構
想（
仮
称
）」も
あ
り
、
ま
た
東
海
第
二
発
電
所
の

再
開
に
つ
い
て
も
、
ま
っ
た
く
考
え
な
い
と
い
う
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ま
ず
、
私
た
ち
は
ふ
る
さ
と

を
失
い
た
く
な
い
、
子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
奪
い
た
く
な

い
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
東
海
第
二
発
電
所
の
津
波
対
策
】

●
真
崎
区
住
民	

福
島
県
と
同
じ
よ
う
な
地
震
が
あ
っ

た
ら
東
海
村
は
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。

■
経
済
環
境
部
長	

今
回
の
地
震
で
、
東
海
第
二
発
電

所
に
は
５
・
４
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が
来
た
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。
地
震
に
よ
る
施
設
の
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
浸
水
で
３
台
の
発
電
機
の
う
ち
２
台
が
停
止
し

ま
し
た
。
今
後
、
発
電
機
の
設
置
や
海
水
ポ
ン
プ
の
か

さ
上
げ
、
ド
ア
の
密
閉
等
、
15
メ
ー
ト
ル
の
津
波
を
想

定
し
た
対
策
を
行
う
と
の
こ
と
で
す
。

■
村
長	

福
島
県
と
同
じ
規
模
の
津
波
が
来
て
い
た
ら

大
惨
事
に
な
っ
て
い
た
か
と
思
い
ま
す
。

【
水
場
を
保
全
し
災
害
時
に
活
用
を
…
】

●
外
宿
２
区
住
民	

願
船
寺
境
内
に
通
称“
滝
端
の
池
”

と
呼
ば
れ
る
湧
き
水
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
震
災
で
は

た
く
さ
ん
の
人
が
水
を
く
み
に
来
て
い
ま
し
た
。
以
前

か
ら
、「
昔
は
こ
こ
の
水
を
飲
ん
で
い
た
」と
い
う
話
を

伺
う
こ
と
が
あ
り
、
整
備
し
て
何
と
か
保
全
で
き
た
ら

と
話
し
て
い
た
の
で
す
が
、
今
回
の
震
災
で
そ
の
重
要

性
を
感
じ
ま
し
た
。
現
在
は
荒
れ
放
題
で
す
が
、
通
常

は
癒
や
し
の
場
と
し
て
、
震
災
時
は
そ
の
水
を
役
立
て

て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
で
き
る
こ

と
を
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
私
た
ち
に
で

き
な
い
部
分
は
行
政
の
方
に
お
願
い
で
き
れ
ば
あ
り
が

た
い
と
思
い
ま
す
。

■
村
長	

村
の
湧
き
水
を
見
直
し
、
復
活
さ
せ
、
景
観

を
保
っ
て
い
く
、
こ
れ
は
自
然
を
大
切
に
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
も
う
一
つ
災
害
時
に
も
役
立
て
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
自
身
は
こ
の
震
災
を
契
機
に
、

調
査
し
、
保
全
を
考
え
て
も
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▼
▼
原
子
力
の
今
後
▼
▼

【
原
子
力
発
電
に
対
し
て
】

●
川
根
区
住
民
ほ
か	

村
長
の“
脱
原
発
”宣
言
な
る
報

道
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

地
区
に
も
原
子
力
事
業
所

に
勤
め
て
い
る
人
が
た
く

さ
ん
お
り
ま
す
。
真
意
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

■
村
長	

福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
事
故
は
世
界

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
揺
る

が
す
ほ
ど
の
影
響
を
与
え
て

か
で
す
。
今
回
も
ゲ
ー
ト
が
閉
ま
れ
ば
竹
瓦
や
亀
下
、
内

宿
の
塩
害
は
防
げ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
電
源
が

落
ち
た
時
ど
う
す
る
か
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
も
、
ゲ
ー
ト
を
下
げ
る
担
当
者
や
地
域
の
方
が

逃
げ
る
余
裕
が
持
て
る
よ
う
な
方
法
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
経
済
環
境
部
長	
今
回
、
前
川
樋
管
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機
が
付
い
て
い
た
た
め
ゲ
ー
ト
が
閉
ま
り
ま
し
た

が
、
そ
の
他
の
樋
管
は
電
源

が
落
ち
て
ゲ
ー
ト
が
閉
ま
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
樋
管
は
国

で
管
理
し
て
い
ま
す
の
で
、

水
害
対
策
と
と
も
に
対
策
を

国
に
要
望
し
ま
し
た
。
ま
た

場
所
に
よ
っ
て
、
湛た

ん
す
い
ぼ
う
じ
ょ

水
防
除
等
、
村
で
管
理
す
る
も
の

も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
発
電
機
や
震
度

を
感
知
し
て
下
り
る
も
の
等
を
検
討
し
、
早
急
に
対
策

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し
を
】

●
宿
区
住
民	

避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
村
松
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
海
抜
４
メ
ー
ト
ル
と
い
う
低

い
地
点
に
あ
り
ま
す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
避
難
所

が
村
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
照
沼
小
学
校
で
す

が
、
見
直
し
を
考
え
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

■
経
済
環
境
部
長	

見
直
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
津
波
警
報
が
出
た
ら
高
台
に
上
が
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
第
一
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
付
近
は
、
茨

城
東
病
院
の
駐
車
場
が
海
抜
28
メ
ー
ト
ル
、
照
沼
小
学

校
が
30
メ
ー
ト
ル
で
す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る

際
に
は
、
川
や
水
路
を
渡
ら
ず
に
避
難
で
き
る
経
路
を
考

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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